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 論文審査の結果の要旨
 北森要一郎提出の本論文は,シクロペンタ[a]アズレン系化合物の合成と性質についての研
 究を内容としている。
 アズレンの5員環部に他の5員環が縮環して構成されるシクロペンタ[a]アズレン系化合物
 は,縮環の影響や,系全体としてどのようなπ電子系を形成するのかという点で興味深い化合物
 であるが,反応性に富むために単離が困難であった。本研究では,このような化合物の合成に有
 効なFVP(flashvacuumpyrolysis)により,摂動の大きな置換基を有しないこれらの母体化合
 物を合成し,その性質を明らかにすることを目的とした。
 まず,1H一および3H一シクロペンタ[a]アズレンを目的物のシクロペンタジエン付加体のF
 VPによって合成した。これらの化合物は,母体アズレンとほぼ同様のスペクトルを示し,縮環
 の効果は小さく,また,分子軌道計算により予想される環化付加反応を起こし,テトラヒドロフ
 ラン中では完全にアニオン化することが明らかになった。
 次に,3H一シクロペンタ[a]アズレンー3一オンを,そのシクロペンタジエン付加体のFVP
 によって合成した。この化合物は,NMRの考察からシクロペンタジエノン骨格を避けるような
 共鳴構造の寄与によりアズレン環上に結合交替が生じていること,および周辺12π電子系の共鳴
 構造の寄与により常磁性環電流効果の影響を受けていることなどが明らかとなった。
 さらに,4一ヒドロキシー3H一シクロペンタ[a]アズレンー3一オンを合成し検討したところ,
 この化合物は,ヒドロキシアズレン類にみられるケトーエノールの互変異性を示さないが,常磁
 性環電流効果の影響を受けていることが明らかになった。
 次に,本研究で合成したシクロペンタ[a]アズレンから10,10一ジメチル及び10,10一ビス
 (ジメチルアミノ)フルベノ[2,1-a]アズレンを,また,3H一シクロペンタ[a]アズレンー3一
 オンとジメチルケテンとの反応により,io,10一ジメチルフルベノアズレンをそれぞれ合成した。
 このうち,10,10一ジメチル体はその縮環の効果は大きくないが,10,10一ビス(ジメチルアミ
 ノ)体はフルベン部のNMRがビス(ジメチルアミノ)フルベン自身と同様の挙動を示し,その
 安定化の効果のため,アズレン部に結合交替が生じていることが分かった。
 以上,本論文は,本人が目立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって,北森要一郎提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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